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令和８年２月２８日  第２８２号  

天気は晴れでとても寒い中、参加者３１名と多くの皆

様に集まっていただき、観察会を開催しました。レスト

ハウスの前で、講師より双眼鏡の使い方の説明を受けま

した。これでバッチリ！さあ野鳥を探そうと意気込み、

公園に出かけました。 

大池では、水面に張った氷の上を歩きながら餌を探す

ハクセキレイ、林の木には、シメやメジロが留まってい

ました。また早淵川では、いつものように獲物を探すカ

ワセミはもちろん、木の枝の陰にはホオジロ、川を気持

ちよく泳ぐコガモなどなんと３３種もの野鳥を観察しま

した。冬の１日、楽しい観察会となりました。 

                    T.N. 

冬の野鳥観察会  ２/１（日）  

里山保全体験（竹林の手入れ・竹細工）２/７（土）  

２月号  

都筑中央公園はグリーンマトリックスシステムの中核となる区内最大の総合公園  

ずーっと晴天続きだったのに久しぶりの曇天模様の朝

でした。２家族の参加での開催です。竹の話を長くする

と体が冷えてしまうので、先ずはヘルメットをかぶり足

元注意して竹林へ。今日は 2018 年産(8年物の竹)にねら

いを定め、目立てしたばかりの鋸の切れ味は抜群！難な

く 2本の間伐が完了。 

いつものように両腕を広げて 3メートルを計って玉切

り、そして切れ込みを入れて枝払い。後半の竹細工は、

あまりの寒さに無煙炭化器で暖をとりながらの作業とな

りました。前回同様の竹燈籠(キャンドル)と竹の皿を完

成させ、笑顔を写真に収めました。空からは白いものが

ちらほら、今晩はつもりそうです。            M.S. 

コガモ ホオジロ  カワセミ  メジロ  イソシギ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

* 

 

 

 

寒さ和らぐ２月の穏やかな晴れ空の中、親子炭焼体

験が行われました。今年は乾燥が強い冬で彼方此方で

山火事のニュースが届いていたので、火を使うイベン

トの炭焼きは少し心配していました。しかし、雪と雨

が数日前に降り、安心して行うことができました。 

倶楽部で行っている炭焼きについて説明を聞いて、

炭焼きと環境保護について学んでもらえたと思いま

す。硬い話の後は体力を使う火起こし体験です。乾燥

した日が幸いしたのか参加者全員が火を起こすことが

できました。 

円形広場のバラ花壇のマルチング  ２/１２（木）  

親子炭焼き体験  ２/１４（土）  

 

華炭作りでは丁寧な説明のもと出来上がりをイメ

ージして、華炭の素となる松ぼっくりや鬼胡桃の

殻、モミジバフウの実などを缶にグループごとに詰

めました。缶は針金で縛って蓋を固定して、半裁ド

ラム缶の火の中に投入します。しばらして中から煙

が立ち上って、煙が出てこなくなったら、缶をとり

だして、みんなで掘った穴に埋めて、熱を下げると

同時に発火を防止します。作業がひと段落したので

お昼をみんなで食べました。大勢で賑やかに食べる

外飯は楽しく美味しいですね。 

今回はおまけにバームクーヘンも作ってみました。 

ホットケーキミックスで生地を作って、竹にアルミ

ホイルを巻いて芯にします。生地を薄く塗って、焚き

火の火にかざして焼きます。焼き色がついたら生地を

塗って焼きます。これを繰り返して年輪を重ねて太く

したら出来上がりです。根気のいる作業なので何人か

の子供は飽きてどこかへ・・・。でも、出来上がった

バームクーヘンは美味しく頂きました。帰りは綺麗に

出来上がった華炭を土から取り出して、お持ち帰りし

ました。                                 H.T. 

バラ花壇の乾燥防止と雑草の繁茂を抑制

するため表面に均一にまく作業のことを

マルチング作業といいます。 

竹林の保持作業で発生した竹を粉砕した

チップを使用しました。 今年も可憐な

ローザ・つづきくの開花が楽しみです。 

    T.ｋ. 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ドラム缶窯（ＭＫ－１）による木炭焼き ２/１４日（土） 

炭材：公園内の間伐けやき材（横浜市公園事務所より提供）［入窯木材量］75.10 kg ［出炭量（率）］15.94 kg

（21.23％）［採取木酢液］12.02 L 

※他に無煙炭化器による軟炭収量：４袋、合計 10 kg 

※使用したけやき材は伐採から炭焼きまで比較的短期間だったために水分が多く、そのせいか木酢液などの抽出液量

が非常に多かった。また、多量のタールが煙突内に残存。 

炭焼き 
今月のボランティア体験応募者は 3 名で、窯詰め、火入

れ、窯出しのほか、炭材作り（竹材の採寸、竹割り、束

ね）や薪割り、堆肥処理などの関連作業を３週間で体験し

ていただきました。そのうちのお二人（男性 1 名女性 1

名）は途中で会員に…。今後も継続して募集する予定。 

 2 月は毎年「親子炭焼き体験」（親子自然体験部会）が

宮戸窯で開催される月。集まった親子が私たちと一緒に炭

焼き活動をしました。       炭焼部会  J.T. 

◆たたら製鉄炉の組立て 

たたら製鉄の準備として、耐火煉瓦を確保し炉の組立ての練習をしました。 

今後、ふいご（エアー導入用電動ファン）の材料と取付け方法などを検討する予定。 

窯詰め（火入れ）

ブルーフレーム 

先月号で触れたように、今月から数回は、５月末に予

定しているたたら製鉄の燃料用として木炭を焼くことに

しました。木炭でも最近の竹炭焼きと同等の結果を得て

います。炭化温度も精錬中 850℃を超え、現在の窯での

最高温度を記録、ブルーフレームも長時間観察されまし

た。ただ、竹炭焼きと比べてかなりタール分が多いのが

特徴のようです。 

◆親子自然体験部会のイベントへの協力 ２/１４（土） 

当日は快晴無風の穏やかな日。炭焼き部会のメンバーと親子を合わせると総勢 40 名ほどとなり、広い窯施設内は大

盛況、賑やかな体験会となりました。火起こし体験、華炭焼き、炭焼施設の見学と説明（炭ができる仕組み、温暖化

防止の関係など）を聞くなど、盛りだくさん！（P２記事） 

それにつられてか、一般の来園見学者も大勢立ち寄られ、炭焼施設を見学しました。 

窯出し前（火入れ後） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜応募方法＞行事開催１０日前までに一行事ごとに HP または往復はがきで参加者全員の氏名・年齢・住
所・電話番号を記入してお申し込み下さい。申し込み多数の場合は抽選になります。抽選の結果は行事の１
週間前までにご連絡致します。HP https://tzksatokura.org/  お問合せ  tsuzuki-park@tmtv.ne.jp 

■PURE ハチミツ   
計 り売 り  １ g/８円  

１ びん/１ ８ ０ ０円  
■竹炭    ３ ０ ０円  
■竹酢液  ５ ０ ０円  

里山のめぐみ販売 

■竹細工各種          
２ ０ ０円～  
■青竹材             

２ ０ ０ 円 /1ｍ  

編集記 

紅梅に雪。 事務局 

３月４月の行事 

日 曜 作業予定　９時－１２時   第２土曜のみ１７時

4 （水）
・竹細工製品の在庫補充（カエルほか）
・竹酢液の蒸留（１回目）

・窯詰め準備（炭材・器材の確保＆準備）

・竹酢液の蒸留（２回目）
・2026年度部会活動内容の検討

・窯詰め（MK-1：木炭）

・炭材作り（短尺カット、竹割り・束ね・計量）

・部会代表者会議報告（2/21開催分）ほか

・竹細工・竹炭製品の在庫補充

　（竹とんぼ、港北ニュー炭、靴リフレッシュほか）

・煙突設置、落ち葉溜めの補修

・料理準備

・2025年度部会活動内容の検討（予備日）

・火入れ（MK-1：木炭、無煙炭化器：軟竹炭）

・炭材作り（短尺カット、竹割り・束ね・計量）

・竹・竹炭製品の在庫補充ほか
・部会ミーティング（炭焼き部会年間活動予定）

・竹細工・竹炭製品の在庫補充

＊希望者募集

・煙突撤去・清掃、落ち葉溜めの補修

・竹炭製品の在庫補充準備（靴リフレッシュほか）

・窯出し（MK-1）・竹炭の選別・磨き

・軟炭焼き（無煙炭化器使用）

・次月（４月）の予定表配布・説明

３月　炭焼部会　予定表

6 （金）

7 （土）

11 （水）

18 （水）

21 （土）

20 （金）

13 （金）

14 （土）

日 曜 作業予定　９時－１２時    １３時－1１２時

(A4)条刈り領域の落葉掻きと笹刈り

(A5)条刈り領域の落葉掻きと笹刈り

(D/A3)園路の草刈り

(H)バラ花壇、芽掻き(１回目)、施肥

(C)梅林の下草刈り

(B2竹林の整備、竹細工の日

(H)バラ花壇、芽掻き、消毒

(園内)パトロール、(I-①)：部会会議

(G)畑周りの手入れ

３月　保全田畑部会　予定表

3 火

5 木

10 火

12 木

17 火

19 木

26 木

31 火

24 火

月 日 曜日 行　　事 集合場所 参加費

土 里山保全体験（竹林の手入れ・竹細工） 9:30 ~ 12:00 300/100

土 田畑作業体験年間７回コース（ジャガイモの植付け） 13:00 ~ 15:00 3500/1000

8 日 カブト虫の越冬幼虫観察会 9:00 ~ 12:00 レストハウス 300/100

8 日 里山保全体験（シイタケの植菌） 13:00 ~ 15:00 レストハウス２Ｆ
300/100
500/1本
ホダギ

日 早春の植物観察会 9:00 ~ 12:00 300/100

土 ジュニアくらぶ　観察会 10:00 ~ 12:00 -

22 日 ネイチャークラフト作り 10:00 ~ 15:00 円形広場 500

7 土 炭焼き１回目（窯詰め、炭材作り） 9:00 ~ 12:00

14 土 炭焼き２回目（火入れ、炭焼き） 9:00 ~ 17:00

21 土 炭焼き３回目（窯だし、炭材作り） 9:00 ~ 12:00

土 里山保全体験（竹林の手入れ・竹細工） 9:30 ~ 12:00 300/100

火 田畑作業体験年間７回コース（サトイモの植付け） 13:00 ~ 15:00 -

5 日 ジュニアくらぶ　オリエンテーション 10:00 ~ 12:00 -

日 春の昆虫観察会 9:00 ~ 12:00 300/100

火 里山保全体験（タケノコ掘り）1部 10:00 ~ 12:00 1000/600

火 里山保全体験（タケノコ掘り）2部 13:30 ~ 15:30 1000/600

26 日 晩春の植物観察会 9:00 ~ 12:00 レストハウス２Ｆ 300/100

26 日 ネイチャークラフト作り 10:00 ~ 15:00 円形広場 500

11 土 炭焼き１回目（窯詰め、炭材作り） 9:00 ~ 12:00

18 土 炭焼き２回目（火入れ、炭焼き） 9:00 ~ 17:00

25 土 炭焼き３回目（窯だし、炭材作り） 9:00 ~ 12:00

18 土 炭焼き　特別プ(筍の成長記録） 9:00 ~ 11:30 300/100

7

4

12

3回
1000

時間

3

4

ばじょうじ谷戸休憩舎

レストハウス

宮谷戸炭焼施設

ばじょうじ谷戸休憩舎

レストハウス２Ｆ

ばじょうじ谷戸休憩舎

宮谷戸炭焼施設

3回
1000

15

https://tzksatokura.org/
mailto:tsuzuki-park@tmtv.ne.jp

